
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料４  

 平成 28年度における温室効果ガス削減に向けた取組状況  

 

 

 

 

 

 

 

  



 

計画に基づく実施状況評価  

平成 28年度の県における温室効果ガス削減取組を、計画で定めた分類に対応する形で取

組概要、成果と課題、今後の取組方向を記載しました。 

 また、県の長期戦略である「みえ県民力ビジョン」や関連する個別計画等の施策評価の

指標等で定量的に把握できるものについては、関連指標と個別計画名を記載し、進捗状況

の把握や成果の評価を行いました。 
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 廃棄物処理計画に基づき、廃棄物の発生抑制、

再使用、再生利用と適正処理の取組を進め、廃棄

物の最終処分量の削減等が進みました。産業廃棄

物の再生利用率は近年横ばいで推移し平成 27年

度は 43.2％となりました。 

 なお、三重県認定リサイクル製品は、平成 29

年 3月 31日現在、73製品を認定しています。 

 産業廃棄物の３Rの推進により再生利用率は向

上し、平成 27年度の目標を達成しましたが、排

出量や最終処分量は、事業活動による影響を受

け、明確な削減傾向は見られません。 

 資源が効率的で効果的に有効活用されるよう

地域循環圏の形成に向けた取り組みを進める必

要があります。 

 リサイクル製品については、平成 28年度中に

6製品を新規認定し、5年間の有効期限を満了し

た 17製品を更新認定しました。 

 平成 28年３月に新たな三重県廃棄物処理計画

を策定し、廃棄物の３Ｒと適正処理を進め、環境

の保全と安全・安心を確保しつつ、循環の質にも

着目し、廃棄物を貴重な資源やエネルギーとして

活用するとともに、協創による最適な規模での地

域循環の形成に取り組むことにより、低炭素社会

や自然共生社会につながる循環型社会の構築を

めざすこととしました。 

 地域循環圏形成に向けては、物質フロー等の実

態調査や、循環に係る環境負荷低減のため産業廃

棄物の循環圏域について調査を行い、適性化を促

進します。 

 また、リサイクル製品の認定制度を的確に運用

し品質及び安全性の確保を図るとともに、同製品

の利用促進を図るため、広く情報提供を行いま

す。 

 県の公共工事においては、認定リサイクル製品

を利用するための発注機関への説明会の開催や、

公共工事落札事業者が県に提出する「認定リサイ

クル製品の使用検討チェックリスト」により、利

用状況を確認しました。 

※関連計画：三重県廃棄物処理計画 

「関連指標」 

活動指標 
実績値 目標値 

平成 28年度 平成 28年度 

産業廃棄物の再生利用率 
43.7％ 

(平成 27年度） 

43.2％ 

(平成 27年度) 
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 「用語の説明」 

○カーボン・オフセット 

企業活動や商品の製造、サービスの提供などによって排出してしまう温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量の全部または一部を、

他の場所での排出削減や吸収量でオフセット（埋め合わせ）すること 

○J-クレジット制度（平成 25年度より） 

省エネルギー機器の導入や森林経営などの取組により温室効果ガスの排出削減量や吸収量を「クレジット」として、国内クレジット制度とオフセッ

ト・クレジット制度が発展的に統合した制度 

○国内クレジット（平成 20年度～平成 24年度） 

大企業等による技術・資金等の提供を通じて、中小企業等が行った温室効果ガス排出削減量を認証し、大企業の自主行動計画の目標達成のために活

用できる制度 

○オフセット・クレジット（平成 20 年度～平成 24年度） 

国内による排出削減・吸収プロジェクトにより実現された温室効果ガス排出削減・吸収量を国が認証する制度 
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講座、指導者養成講座などの開催により、環境学

習・環境教育の機会を積極的に提供しています。

（実績：指導者養成講座受講者数 1,902人）  

また、次世代を担う子どもたちの環境保全意識を

醸成するため、子ども向け環境講座や夏のエコフ

ェアの開催など、子どもを対象とした体験型の環

境学習・環境教育を推進しています。 

 

子どもたちが家庭において省エネルギー活動

を実践し、環境への意識を高める「キッズ

ISO14000プログラム」を企業、学校、行政が連

携して取り組んでいます。(19小学校：707名) 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化防止に関するテーマとして小中学

校を対象にポスターコンクールを実施していま

す。 

境配慮行動の促進につながりましたが、目標を達

成することはできませんでした。 

 

 

 

 

 

 

「キッズ ISO」の取組では、講師を務める企業

担当者から熱意のある説明を受けたり、評価表を

返却されたりと、事業に対する学校側の評価も良

く、児童が興味を持って省エネルギー活動に取り

組み、意識向上に繋がっています。事業所等にお

いても環境教育のニーズやノウハウがあること

から、引き続き、企業、学校、行政等の多様な主

体が連携して、環境学習・環境教育を推進してい

くことが必要です。 

 

ポスターコンクールの実施によって、参加児

童・生徒の環境意識の向上に寄与しています。ま

た、入賞作品を三重県総合博物館 Mie-Muなどで

展示し、県民の環境意識の醸成につなげていま

す。 

ーズを把握しながら、講座の実施や指導者の養成

等を行っていきます。企業、学校、地域団体等と

連携して、引き続き環境学習・環境教育を推進し、

持続可能な社会の構築につなげていきます。 

 

 

 

 

企業、学校、関係機関と連携して「キッズ ISO」

に取組み、環境学習・環境教育を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募者数が増加するようなポスターテーマを

織り交ぜながら、環境意識の醸成につながる事業

を実施します。 

 

「関連指標」 

活動指標 
実績値 目標値 

平成 28年度 平成 28年度 

環境教育講座等参加者の満足度 99.7% 100% 
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参考 三重県内の新エネルギー導入実績 
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まとめ 取組推進の関連指標と実績 

区分 活動指標 
実績値 目標値 達成率

(％) 平成 28年度 平成 28年度 

事業者の自主

的取組促進 

大規模事業所における温室

効果ガスの排出量の増減比

率（平成 25年度ベース） 

-1.4％ 

(平成 27年度) 

+0.8％以下 

(平成 27年度） 
100 

産業廃棄物の再生利用率 
43.7％ 

(平成 27年度） 

43.2％ 

(平成 27年度) 
100 

建物・住宅に

関すること 

新築住宅における認定長期

優良住宅の割合 
22.6％ 31.0％ 73 

「三重の木」認証材等の製

材出荷量に占める割合 
24.7% 22.0% 100 

生活に関する

こと 

地球温暖化対策講座等の受

講後に、活動に取り組む意

向を示した受講者の割合 

99.3% 97.0% 100 

環境教育講座等参加者の満

足度 
99.7% 100% 99 

1人1日あたりのごみ排出量

（一般廃棄物の排出量） 

970 g/人・日 

(平成 27年度） 

965 g/人・日 

(平成 27年度） 
99 

交通・移動に

関すること 

NOx･PM 法対策地域内の二酸

化窒素と浮遊粒子状物質の

大気環境基準達成率 

100％ 100％ 100 

地域間幹線系統数 47系統 43系統 100 

エネルギーに

関すること 

新エネルギーの導入量（世

帯数換算） 

458千世帯 

(平成 27年度） 

411千世帯 

(平成 27年度) 
100 

エネルギー関連技術に関す

る企業との共同研究の件数

（累計） 

20件 19件 100 

創エネ・蓄エネ・省エネ技

術を活用したまちづくりへ

の支援件数（累計） 

20件 17件 100 

森林の保全に

関すること 

森林経営計画認定面積（累

計） 
51,652 ha 47,000 ha 100 

公的森林整備面積 2,402 ha 2,000 ha 100 

山地災害危険地区整備着手

地区数 
2,119地区 2,112地区 100 

「三重の木」認証材等の製

材出荷量に占める割合【再

掲】 

24.7% 22.0% 100 

森林づくりおよび森林環境

教育などの活動の進展度 
60,757人 60,000人 100 

 


